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は
じ
め
に

五四

楊
貴
妃
故
事
を
集
大
成
さ
せ
た
清
・
洪
昇
の
名
曲
『
長
生
殿
』
の
構
想
や
表
現
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
明
・
呉
世
美
の
『
驚
鴻
記
』

に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
僅
か
に
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
に
影
印
資
料
が
公
表
さ
れ
た
の
み
で
、
正
面
か
ら
研
究
の
眼
が
向
け
ら
れ
た
事
は
無

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
研
究
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
為
に
、
そ
の
一
部
翻
刻
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
は
、
前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
付
」
（
九
州
大
学
文
学
部
『
文
学
研
究
』
第
九
十
輯
、
平
成
五
年
三
月
）
に
続
い
て
、
明
・
呉
世
美
『
驚
鴻
記
』

中
の
第
八
齢
詑
計
陥
梅
、
第
九
働
楊
妃
入
宮
、
第
十
働
両
妃
妬
寵
、
第
十
九
齢
梅
妃
遺
賦
、
第
二
十
駒
楊
妃
時
間
粧
、
第
二
十
一
働
翠
閣
好
曾
の
各

働
に
つ
い
て
校
合
し
、
簡
単
な
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
駒
の
校
注
に
つ
い
て
は
、
順
次
続
刊
を
侯
ち
た
い
。

底
本
は
明
e

寓
暦
十
八
年
序
刊
『
新
刻
驚
鴻
記
』
（
神
田
喜
一
郎
博
士
奮
蔵
、
大
谷
大
学
蔵
。
新
刻
本
と
略
称
す
る
。
）
を
用
い
、
明
・
世
徳
堂
刊
『
新
銀
重

訂
出
像
附
程
標
註
驚
鴻
記
題
評
』
（
北
京
大
学
蔵
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
影
印
。
標
註
本
と
略
称
す
る
。
）
と
あ
わ
せ
て
校
合
す
る
。

標
註
本
に
は
、
陳
氏
尺
蟻
粛
（
不
詳
）
の
手
に
な
る
頭
註
を
附
載
す
る
が
、
本
校
注
で
は
「
陳
氏
標
註
」
と
し
て
、
つ
と
め
て
採
録
し
た
。

俗
字
や
異
体
字
、
ま
た
特
有
の
く
ず
し
字
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
の
正
字
に
復
す
る
。
た
だ
し
来
・
観
・
従
・
為
・
即
な
ど
、
底
本
の
ま
ま
を

襲
っ
た
も
の
も
あ
る
。

神
田
喜
一
郎
博
士
奮
蔵
本
（
新
刻
本
）
‘
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
所
収
本
（
標
註
本
）
の
閲
覧
・
複
写
に
あ
た
っ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
、
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

底
本
（
新
刻
本
）
の
刊
行
以
来
四

O
O年
、
『
驚
鴻
記
』
の
校
注
翻
刻
を
試
み
る
も
の
は
、
本
稿
以
前
に
は
聞
か
な
い
。
難
字
・
句
点
・
注
釈
等
々
、
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校
注
者
の
浅
学
に
因
る
許
多
の
粗
漏
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
諸
賢
の
御
指
正
を
賜
り
た
い
。
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第
八
齢
読
計
陥
梅

（
小
浄
扮
漢
王
上
）
「
平
生
不
作
前
心
事
、
半
夜
敵
門
不
吃
驚
。
若
還
作
了
些
些
事
、
白
日
青
天
也
動
情
」
。
仲
道
我
漢
王
忽
広
説
這
幾
句
話
、
早
間
蒙
聖

上
賜
動
「
乗
酔
戯
了
梅
妃
、
那
梅
妃
大
怒
市
去
、
三
召
不
来
。
我
想
聖
上
此
時
未
知
、
久
後
一
定
知
道
。
駅
馬
楊
動
「
太
師
楊
園
忠
、
内
市
）
侍
楊
範

九
）
素
多
智
謀
、
又
属
聖
春
、
我
己
令
人
去
、
招
他
例
商
議
避
禍
之
策
、
忽
広
這
時
還
不
見
来
？
（
末
扮
一
塁
上
、
県
）
）
菓
千
歳
爺
、
鮒
馬
爺
太

師
爺
倶
到
。
楊
内
侍
在
西
宮
承
磨
、
不
得
来
。
（
浄
扮
楊
鮒
馬
上
）
殿
下
奔
揖
了
。
（
小
浄
）
妹
夫
奔
揖
了
。
（
丑
扮
楊
園
忠
上
、
脆
百
）
臣
楊
園
忠
叩
見
殿
下
、

願
殿
下
千
歳
。
（
小
浄
）
老
太
師
請
起
。
妹
夫
在
上
、
輿
老
太
師
有
一
事
請
教
。
（
丑
）
殿
下
突
然
召
臣
、
臣
不
知
為
甚
事
。
（
小
浄
）
寡
人
早
間
侍
宴
花
募

楼
、
多
吃
了
幾
杯
酒
、
幹
了
一
件
没
行
止
的
事
。
（
浄
作
咲
有
）
不
是
戯
弄
了
梅
娘
娘
広
？
我
聞
得
了
、
保
常
有
些
不
老
成
。
這
件
事
更
不
該
。
（
丑

作
咲
乃
）
臣
也
聞
得
殿
下
式
風
流
過
度
了
些
。
（
小
浄
）
二
位
休
要
取
咲
。
如
今
請
二
位
来
、
正
商
議
此
事
、
伯
是
梅
妃
怨
我
、
在
聖
上
面
前
、
朝
夕
般

長
般
一
句
説
是
説
非
、
俺
家
何
以
自
安
？
（
浄
）
只
個
也
保
不
得
。
（
丑
）
比
如
道
人
家
奇
奇
捜
捜
叔
叔
、
家
建
緊
舎
、
也
是
常
事
、
有
一
等
毛
手
毛

脚
的
小
叔
、
就
好
把
捜
捜
身
お
担
一
把
、
這
奇
奇
捜
捜
、
悩
也
不
悩
、
係
自
去
想
、
是
也
不
是
。
（
小
浄
作
突
乃
）
我
的
天
、
忽
広
好
、
忽
広
好
？

（
浄
）
我
有
二
計
在
此
。
一
計
、
明
早
殿
下
入
宮
、
肉
胆
膝
行
、
財
）
説
臣
酔
、
俣
踊
妃
履
、
貫
出
無
心
、
望
陛
下
念
分
形
同
気
、
赦
宥
臣
罪
。
二
計
、

我
聞
得
書
王
妃
子
楊
玉
環
、
廼
楊
太
師
親
妹
、
美
色
絶
倫
、
待
我
明
日
偲
痴
骸
呆
説
起
。
係
就
従
傍
有
槻
両
句
児
。
聖
上
好
色
無
厭
。
伯
得
宣
幸
之

時
、
楊
妃
入
宮
、
梅
妃
寵
衰
、
殿
下
寅
金
珍
賓
、
厚
賂
聖
上
謹
身
用
事
的
太
監
楊
範
光
高
力
士
、
日
夜
造
誘
梅
妃
輿
太
子
私
通
。
梅
亭
玩
月
可
証
、

使
聖
上
腰
了
太
子
、
殺
了
梅
妃
、
則
殿
下
安
会
。
（
丑
）
妙
計
妙
計

O

（
小
浄
脆
乃
）
我
的
妹
夫
的
爺
爺
、
一
法
好
妙
計
、
妙
妙
妙
。
我
明
日
就
入
宮
請

罪
、
一
遁
就
送
礼
物
輿
高
楊
両
太
監
。

落
長
門
幾
夜
眠
。
那
梅
娘
娘
此
時
阿

〔
下
山
虎
〕
（
小
浄
唱
）
金
能
役
鬼
。
計
可
廻
天
o

造
出
如
策
荘
。
使
他
思
愛
難
監
O

（
丑
・
浄
唱
）
今
旦
畏
昭
陽
飛
燕
。
曾
見
汝
悲
歌
圏
扇
。
冷

孤
鴻
在
羅
網
。
何
日
繭
翻
出
九
泉

O

（
合
時
）
又
有
傾
城
貌
。
妬
寵
争
焼
。
宣
患
萎
弟
）
無
過
慾
o

浄
）
安
排
巧
計
動
君
王

丑
）
任
汝
妖
姫
檀
玉
房

小
浄
）
千
把
明
万
容
易
牒



一
枝
暗
箭
最
難
嘗

注

（
1
）
「
宴
」
、
底
本
は
「
曇
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

2
）
不
詳
。
諸
書
に
そ
の
名
が
見
当
た
ら
ぬ
。
（

3
）
「
常
」
、
標
註
本
は
「
使
」
に

作
る
。
（

4
）
『
旧
唐
書
』
巻
五
一
、
『
新
唐
書
』
巻
七
六
楊
貴
妃
伝
、
ま
た
「
楊
太
真
外
伝
」
巻
上
に
「
中
使
（
ま
た
は
中
人
）
張
轄
光
」
の
名
が
見
え

る
。
（

5
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

6
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

7
）
「
為
」
、
標
註
本
は
「
有
」
に
作
る
。
（

8
）
「
浄
作
咲
了
」
、

標
註
本
は
「
浄
咲
云
」
に
作
る
。
（

9
）
「
丑
作
咲
了
」
、
標
註
本
は
「
丑
咲
云
」
に
作
る
。
（
叩
）
「
般
長
般
短
」
、
標
註
本
は
「
搬
長
搬
短
」
に
作
る
。
般
、

搬
は
相
通
ず
。
あ
と
の
「
説
是
説
非
」
と
同
じ
く
、
か
有
る
こ
と
無
い
こ
と
を
言
い
ふ
ら
す
。
意
。
（
日
）
標
註
本
は
「
身
上
」
の
二
字
を
欠
く
。
（
ロ
）
「
了
」
、

標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
日
）
「
只
」
、
底
本
は
「
這
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（
は
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
日
）
底
本
は

「
一
漫
」
の
二
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
（
時
）
「
楊
」
、
底
本
は
「
張
」
に
誤
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
註
（

4
）
に
示
し
た
原
名
の

「
張
轄
光
」
が
暴
露
し
た
も
の
か
。
（
打
）
「
如
策
」
、
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
巧
言
如
筆
」
と
。
『
詩
経
』
節
南
山
之
什
、
巧
言
の
語
。
（
国
）
「
昭
陽
飛
燕
」
、

陳
氏
標
註
に
「
梁
飛
燕
、
居
昭
陽
宮
」
と
。
『
西
京
雑
記
』
巻
一
に
「
越
飛
燕
女
弟
居
昭
陽
股
」
と
。
（
凶
）
「
圏
扇
」
、
陳
氏
標
註
に
「
圏
扇
己
見
」
と
。

第
二
働
梅
亭
私
誓
参
照
。
（
却
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
担
）
「
萎
弄
」
、
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
妻
令
弄
令
、
成
田
疋
貝
錦
」
と
。
『
詩
経
』
小
雅
、
節

南
山
之
什
、
巻
伯
で
は
「
弄
」
を
「
斐
」
に
作
る
。

第
九
齢

楊
妃
入
宮

小
生
・
小
船
｝
扮
四
黄
門
上
。
生
唱
）
幾
務
頼
安
康
。
時
序
方
照
朗
o

締
棲
華
宴
奏
筆
纂
。
常
恥
）
情
尤
暢
。

〔
卜
算
子
〕
（
生
扮
唐
明
皇
、
末
・
小
丑

寡
人
有
両
兄
両
弟
、
曲
意
加
厚
、
自
謂
前
代
所
無
。
昨
日
在
花
事
楼
飲
宴
、
不
料
漢
王
這
斯
、
狩
我
宮
妃
。
朕
意
欲
譜
怒
一
番
、
終
不
然
為
這
妃
子
、

断
却
兄
弟
之
誼
。
天
下
議
朕
重
色
町
軽
天
倫
也
、
只
索
含
忍
罷
了
。
（
小
浄
扮
漢
王
上
）
好
色
如
命
、
貧
酒
常
痴
、
年
紀
老
大
、
心
性
嬰
児
。
（
浄
扮
楊
附

馬
上
、
将
小
浄
耳
祉
了
走
進
打
訴
｝
）
嬰
児
嬰
児
、
脆
在
丹
揮
、
君
王
聖
明
、
汝
罪
嘗
設
。
（
同
傭
伏
了
）
臣
附
馬
楊
廻
叩
見
陛
下
、
帯
領
漢
王
肉
胆
請
罪
。

（
生
）
卿
有
何
罪
？
（
小
浄
）
臣
蒙
吾
皇
賜
宴
、
力
不
勝
酒
、
況
酔
之
時
、
偶
踊
妃
履
、
堕
脱
其
珠
。
罪
嘗
寓
死
、
望
陛
下
寛
赦
。
（
生
）
朕
不
能
教
訓

兄
弟
。
使
汝
逗
酒
失
儀
、
此
朕
之
過
也
。
汝
既
出
子
無
心
、
朕
亦
付
之
不
較
。
二
一
卿
起
来
。
（
浄
・
小
浄
）
願
吾
皇
寓
歳
。
（
浄
）
臣
聞
吾
皇
諸
宮
妃
績
、

約
有
三
高
齢
人
、
今
又
命
高
力
士
遍
訪
美
女
何
幹
？
（
生
）
績
妃
固
多
、
絶
色
頗
少
。
伯
有
傾
圏
、
以
娯
暇
時
。
（
浄
）
陛
下
必
欲
得
傾
園
之
女
、
莫
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如
書
王
妃
子
楊
玉
環
。
天
姿
園
色
、
絶
世
無
襲
。
宣
他
来
看
一
町
）
何
如
？
（
小
浄
）
看
一
看
、
又
要
動
火
。
只
是
我
家
姪
児
娼
婦
、
是
這
等
不
得
、

科
道
官
員
都
要
談
論

O

（
浄
）
働
了
皇
帝
、
還
伯
誰
？
那
一
個
官
児
来
説
的
、
捕
縛
出
去
、
研
倣
五
十
川
区
0

（
生
）
着
高
力
士
宣
書
邸
楊
妃
来
。
（
小
丑

脆
了
）
謹
領
旨
。
忙
趣
金
屋
去
、
立
候
玉
人
来
。
（
下
）

4 

〔
劉
澄
帽
〕
（
生
駒
）
人
生
家
散
真
瓢
蕩
o

侶
白
駒
過
院
）
流
光
。
朱
顔
緑
髪
還
須
賞
。
花
月
是
仙
場
。
出
旦
蓬
莱
輿
方
丸
r

〔
前
腔
〕
（
浄
小
畠
）
）
後
庭
玉
樹
流
蘇
恥
更
夜
遊
西
苑
何
妨
。
但
佳
人
絶
伶
）
難
承
望
。
今
後
看
板
一
房
。
那
人
来
。
誰
居
上
0

（
貼
扮
楊
妃

輿
小
丑
上

〔
六
仏
令
〕
（
小
丑
唱
）
官
お
）
顛
望
。
奈
金
蓮
濃
弱
栓
開
。
娘
娘
体
快
走
、
聖
上
待
久
也
O

（
貼
酌
）
羅
衣
驚
健
汗
流
香
。
含
差
頬
。
侍
新
粧
。
此

行
難
卜
誰
模
様
。

（
小
丑
脆
乃
）
啓
寓
歳
爺
総
「
楊
妃
到
。
（
貼
倒
伏
乃
）
蕎
王
妃
子
楊
玉
環
、
叩
見
高
歳
。
（
生
）
明
、
果
是
絶
世
之
色
。

〔
玉
山
顎
〕
（
生
時
）
看
体
織
紅
椀
翠
。
似
凝
訴
。
絶
世
無
襲
。
矯
和
恨
。
意
欽
眉
峯
。
貌
和
花
。
風
翻
掌
上
我
相
俣
相
向
。
排
倣
了
慕
鳳

（
怨
）

貧
風
。
（
貼
）
妾
身
己
事
書
王
、
天
下
皆
知
。
今
更
奉
至
尊
、
恐
有
汚
清
史
。
（
生
）
既
如
此
、
開
得
妃
子
解
禅
、
可
入
後
宮
、
為
朕
諦
経
祈
福
。
朕
今

更
妻
章
昭
訓
之
女
、
輿
書
王
為
妃
罷
了
。
妃
子
体
起
来
。
（
浄
）
老
楊
的
皐
薦
何
如
？

（お）

没
漢
王
婚
。

（
生
細
看
貼
了
、
封
浄
唱
）
早
是
伊
来
講
。
険
些
児
。
漢
宮
埋

（お）（お）

〔
前
腔
〕
（
貼
臨
）
）
君
王
垂
蹄
o

奉
尊
前
。
妾
自
周
張
。
那
壁
廟
。
敗
柳
残
桃
。
這
壁
崩
。
難
推
忽
向
。
我
真
成
薄
命
。
似
落
葉
随
波
瓢
蕩
。

（
幻
）

到
此
還
休
快
。
只
怨
高
唐
。
楚
雲
遮
隔
両
鴛
驚
。｛

Ma）
 

〔
尾
聾
〕
（
生
抱
貼
唱
）
此
情
此
緒
真
奇
爽
。
就
人
問
。
似
従
天
上
。
準
備
着
暮
暮
朝
朝
柴
未
央
。

（
生
・
貼
下
）
（
末
・
小
丑
・
小
生
・
小
外
倶
下
）
（
浄
・
小
浄
弔
場
）

（鈎）

（
小
浄
作
咲
百
）
）
有
這
等
異
事
、
嘗
真
楼
了
進
去
。

（
小
浄
）
天
地
近
来
作
怪



浄

若周
非公
戯孔
弄子
捜請
子主開

教
知
忽
得
飢
灰

注

（
1
）
「
末
・
小
丑
・
小
生
・
小
外
」
、
標
註
本
は
「
衆
」
に
作
る
。
（
2
）
「
常
」
、
標
註
本
は
「
業
」
に
作
る
。
陳
氏
標
註
に
「
業
様
之
華
、
郭
不
韓
ミ
。
此

宴
兄
弟
之
詩
。
業
、
詩
作
常
」
と
。
『
詩
経
』
は
小
雅
、
鹿
鳴
之
什
、
常
様
の
語
。
（

3
）A
M
叩
」
、
底
本
は
「
記
」
に
誤
る
。
標
）
註
本
に
よ
っ
て
改
効
）
る
。

（
4
）
「
大
」
、
底
本
は
「
太
」
に
誤
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

5
）
陳
氏
標
註
に
「
此
打
語
慮
、
輿
郭
圏
囚
乳
母
相
類
似
。
戯
中
自
有
解
紛
徴
権
。

此
亦
滑
圏
之
雄
」
と
。
郭
舎
人
の
故
事
は
『
史
記
』
巻
二
一
六
、
滑
稽
列
伝
に
見
え
る
。
（

6
）
「
回
」
、
標
註
本
は
「
看
」
に
作
る
。
（

7
）
「
倣
」
、
標
註
本

は
「
作
」
に
作
る
。
（

8
）
標
註
本
は
「
六
」
字
を
欠
く
。
（

9
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
叩
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
日
）
陳
氏
標
註

に
「
李
斯
博
、
人
生
居
世
間
也
、
警
猶
鰐
六
時
棋
過
決
隙
也
」
と
。
故
事
は
『
史
記
』
巻
八
七
に
見
え
る
。
（
ロ
）
陳
氏
標
註
に
「
蓬
莱
・
方
丈
皆
海
中
山
名
」

と
。
（
日
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
比
）
陳
氏
標
註
に
「
玉
樹
後
庭
花
曲
名
、
流
蘇
帳
名
」
と
。
（
日
）
陳
氏
標
註
に
「
漢
書
、
李
延
年
歌
目
、
南
園

有
佳
人
、
絶
世
而
濁
立
」
と
。
『
漢
書
』
巻
九
七
、
李
夫
人
伝
に
見
ゆ
。
（
国
）
陳
氏
標
註
に
「
官
家
、
唐
宋
以
来
、
宮
中
多
昧
皇
帝
日
官
家
。
取
五
帝
官

天
下
、
三
王
家
天
下
也
」
と
。
原
文
に
「
二
王
」
と
あ
る
の
は
「
三
王
」
の
誤
り
。
『
太
平
御
覧
』
巻
一
四
六
に
引
く
『
韓
詩
外
惇
』
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
打
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
国
）
標
註
本
は
「
脆
了
」
の
二
字
を
欠
く
。
（
四
）
底
本
（
新
刻
本
）
は
「
啓
寓
歳
爺
爺
」
の
五
字
を
欠
く
。
い
ま
標

註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
（
却
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
、
云
」
に
作
る
。
（
幻
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
沼
）
「
恩
」
、
標
註
本
は
「
驚
」
に
作
る
。

（
お
）
陳
氏
標
註
に
「
王
婚
、
西
京
雑
記
、
漢
元
帝
後
宮
既
多
、
不
得
常
見
。
乃
使
書
王
圃
形
、
按
園
召
之
。
諸
宮
人
皆
賂
室
田
王
、
多
者
十
寓
。
濁
王
婿
不

肯
、
遂
不
得
見
。
旬
奴
入
朝
、
求
美
人
為
関
氏
。
於
是
上
案
園
以
昭
君
行
。
及
去
召
見
、
貌
為
後
宮
第
一
、
皐
止
間
雅
。
帝
悔
之
、
而
名
籍
己
定
、
帝
重

信
子
外
圏
、
故
不
復
更
人
、
乃
窮
案
其
事
、
書
王
皆
棄
市
」
と
。
故
事
は
漢
・
劉
散
『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
見
ゆ
。
（
包
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

（
お
）
「
桃
」
、
標
註
本
は
「
花
」
に
作
る
。
（
お
）
「
這
」
、
標
註
本
は
「
那
」
に
作
り
、
上
出
の
「
那
」
に
重
な
る
。
（
幻
）
陳
氏
標
註
に
「
高
唐
己
見
」
と
。

第
六
齢
書
邸
思
情
参
照
。
（
お
）
標
註
本
は
「
就
人
間
」
の
三
字
を
欠
く
。
（
却
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
初
）
「
楼
」
、
標
註
本
は
「
抱
」
に
作

る
。
（
出
）
「
子
」
、
標
註
本
は
「
捜
」
に
作
る
。

5 

校
注
驚
鴻
記
同
（
竹
村
）



両
妃
妬
寵

〔
夜
行
船
〕
（
E
扮
梅
妃
、
小
田
一
扮
宮
女
上
、
旦
町
）
淡
蕩
春
風
人
壷
喜
。
偏
我
芳
心
陪
寂
一
ぞ
（
小
旦
唱
）
明
日
陰
晴
。
今
宥
冷
一
俊
o

総

是

天

安

第
十
朗

6 

（
且
）
〔
採
桑
子
〕
恨
君
不
似
東
楼
月
、
南
北
東
西
、
南
北
東
西
、
只
有
相
随
無
別
離
。
（
小
旦
）
恨
君
却
似
東
棲
月
、
暫
満
還
前
、
暫
満
還
齢
、

圏
園
是
幾
時
。
（
旦
）
念
奴
伶
可
聞
得
聖
上
新
納
害
時
邸
楊
妃
否
？
（
小
旦
）
奴
蝉
聞
得
此
女
入
宮
、
龍
顔
大
喜
、
賜
名
太
真
。
定
情
之
夕
、
聖
ト

金
銀
銅
釘
「
娘
娘
却
窓
生
好
？
（
旦
）
這
也
不
妨
、
如
今
寛
往
南
宮
、
只
説
賀
喜
、
看
聖
意
若
何
O

（
旦
・
小
E
同
行
乃
）

〔
画
眉
序
〕
（
旦
間
）
柳
紫
任
風
瓢
。
梧
葉
秋
来
自
傾
倒
。
問
君
恩
逝
水
。
総
難
猪
料
。
排
黄
島
r

（
小
旦
）
此
間
是
南
宮
前
了
。
（
日
一
関
）
宮
前
春
媛
人
珠
翠
。
正
是
亙
山
罰
百
o

（
生
扮
唐
明
皇
上
）

〔
前
腔
〕
（
生
恥
｝
）
美
禰
那
多
矯
。
（
見
E
九
）
野
、
原
来
是
蓄
日
班
姫
今
閉
店
開
。
（
旦
備
伏
乃
）
賎
妾
特
来
賀
喜
。
（
生
）
何
喜
可
賀
つ

鴬
暗
織
秒
。
乍
相
離
。
費
清
夢
勢
神
。
忍
軽
棄
。
待
白
頭
恥
）
説
。
（
旦
）
賎
妾
求
見
新
人
。
（
生
時
）
遊
紙
偶
惹
閑
花
草
。
断
不
是
長
門
書

（
旦
）
賎
妾
量
敢
。
（
生
）
高
力
士
、
快
宣
楊
妃
出
来
。
（
小
丑
上
、
脆
百
）
）
領
旨
。
楊
娘
娘
有
宣
O

（
貼
上
）
「
艶
色
入
宮
知
見
妬
、
幽
情
動
主
自
無
先
」

奴
家
楊
妃
是
也
。
嘆
粧
裁
罷
。
聖
召
頻
推
。
未
審
何
故
、
不
免
近
前
。
（
術
伏
乃
）
賎
妾
楊
妃
叩

b
r
願
吾
皇
高
歳
、
梅
娘
娘
千
歳
。
（
旦
扶
貼
）
華

（却）

起
O

（
細
看
貼
百
｝
）
楊
美
人
姿
色
果
美
。
（
生
）
妃
子
廼
七
歩
之
才
、
可
即
興
朕
賛
他
幾
句
児
。
（
旦
）
賎
妾
謹
領
旨
。
有
了
。
「
撒
却
亙
山
下
紫
展
、

一
夜
玉
棲
春
。
氷
肌
月
貌
那
能
似
、
鈴
解
江
沼
）
半
為
君
」
。
（
貼
背
互
私
斡
）
他
説
「
撒
却
亙
山
下
紫
震
」
、
咲
奴
従
事
胃
邸
市
来
。
「
錦
繍
江
刃
）
半
主

咲
奴
肉
勝
的
意
思
了
「
（
貼
封
旦
一
誠
）
）
還
是
娘
娘
貌
美
。
待
奴
家
即
韻
、
回
賛
幾
句
児
。
（
旦
）
願
開
。
（
貼
）
「
英
艶
何
常
減
却
春
、
梅
花
雪
裏
亦
渚

指
教
借
得
春
風
早
、
不
輿
繁
桃
闘
色
新
」

0

（
且
背
貼
私
斡
）
他
説
「
不
輿
繁
桃
闘
色
新
」
、
笑
奴
己
過
時
。
「
梅
花
雪
裏
亦
清
真
」
、
咲
奴
骨
勝
的

（

m

a

’

｛

羽

）

了
。
（
小
丑
脆
玲
）
爺
爺
娘
娘
在
上
、
待
奴
蝉
組
言
俗
語
、
解
分
幾
句
児
。
（
生
）
高
力
士
、
保
試
説
来
。
（
小
丑
）
唐
朝
女
英
伴
蛾
埠
「
越
家
姉
妹
」
共

梅
娘
娘
休
要
吃
酷
、
楊
娘
娘
不
用
着
＋
亡
。
有
一
件
、
只
求
爺
爺
今
夜
輿
両
位
娘
娘
在
花
事
楼
上
睡
罷
。
（
生
）
忽
広
解
説
？
（
小
丑
）
楼
上
有
長

被
、
娘
娘
相
変
倣
一
床
。
爺
爺
省
得
般
来
般
去
、
娘
娘
省
得
争
短
争
長
。

貼
臨
｝
）
高
力
士
。
高
力
士
。
休
得
飢
噸
。
（
小
丑
唱
）
娘
娘
的
。
娘
娘
的
。
曾
合
今
朝
。
歓
咲
。

我
今
日
凄
涼
。

那
緑
衣
。

是
何
人
跡

伶
花
容
胴
附

〔
滴
溜
子
〕
（
生

旦

同
借
到
老
。

如
何

嫌
。
添
煩
悩
。
管
取
得
風
雲
遍
沿
。
雨
露
和
調
。

（
泌
）

〔
飽
老
催
〕
（
衆
臨
）
）
珠
圏
翠
透
。
衣
瓢
萱
惹
香
歌
秒
。
羅
宿
遮
定
鴛
驚
小
。
看
宜
春
院
裏
花
。
無
顔
好
。
掠
道
是
青
年
帝
子
千
金
咲



雲
玉
女
隻
開
道
。
入
淑
房
。
真
窃
完
。

〔
尾
聾
〕
繍
樗
錦
帳
分
奇
妙
。
夜
況
論
。
龍
馨
鳳
膏
。
（
旦
自
唱
）
又
只
恐
日
落
空
楼
鳳
罷
篇
。

一
夜
皇
思
百
夜
深

隻
織
相
好
莫
相
侵
（
先
下
）

丑
生日

楊
美
人
恭
喜
南
宮
昨
日
情
如
海

貼

多
謝
梅
娘
娘
謬
木
今
朝
徳
似
君
（
同
下
）

注

（
1
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（

2
）
陳
氏
標
註
に
「
女
無
美
悪
、
入
宮
見
妬
、
然
哉
」
と
。
（

3
）
「
公
」
、
標
註
本
は
「
宮
」
に
作
る
。
（

4
）
陳
鴻

「
長
恨
歌
伝
」
に
「
定
情
之
夕
、
張
金
銀
銅
合
以
固
之
」
と
。
（

5
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
6
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（

7
）
陳
氏

標
註
に
「
毛
一
、
禄
衣
黄
裳
、
口
卜
服
黄
正
色
、
市
以
為
下
服
。
喰
妄
奪
始
、
而
緑
反
以
為
衣
也
」
と
。
「
毛
こ
は
不
詳
。
『
毛
詩
』
郡
風
、
緑
衣
に

「
緑
衣
貰
裳
」
と
あ
り
、
そ
の
毛
伝
に
「
緑
嘗
為
禄
」
と
あ
る
。
（

8
）
「
好
」
、
標
註
本
は
「
了
」
に
作
る
。
（
9
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
叩
）
陳

氏
標
註
に
「
亙
山
夢
即
高
唐
夢
」
と
。
（
日
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
ロ
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作

る
。
（
日
）
陳
氏
標
註
に
「
西
京
雑
記
、
相
如
将
聴
茂
陵
人
女
為
妾
、
卓
文
君
作
白
頭
吟
以
自
絶
。
相
如
乃
止
」
と
。
漢
・
劉
散
『
西
京
雑
記
』
巻
三
に
見

ゆ
。
（
日
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

η
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
時
）
「
見
」
、
標
註
本
は

「
頭
」
に
作
る
。
（
問
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
却
）
標
註
本
は
「
即
」
字
を
欠
く
。
（
幻
）
「
錦
」
、
標
註
本
は
「
綿
」
に
誤
る
。
（
忽
）
「
天
」
、

標
註
本
は
「
山
」
に
作
る
。
（
お
）
「
語
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
鈍
）
「
天
」
、
標
註
本
は
「
上
」
に
作
る
。
（
お
）
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

（
お
）
底
本
は
「
針
旦
云
」
の
三
字
を
欠
く
。
い
ま
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
（
幻
）
「
語
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
お
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に

作
る
。
（
m
m
）
陳
氏
標
註
に
「
女
英
蛾
皇
、
帝
女
舜
妻
」
と
。
（
鈎
）
陳
氏
標
註
に
「
越
家
姉
妹
、
合
徳
燕
飛
」
と
。
燕
飛
は
飛
燕
の
誤
り
。
（
担
）
標
註
本
は

「
何
」
字
を
欠
く
。
（
沼
）
標
註
本
は
「
生
・
貼
・
旦
唱
」
に
作
る
。
（
お
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
鈍
）
陳
氏
標
註
に
「
宣
惹
花
開
葉
問
、
統
合
胎

花
、
故
以
為
幼
女
含
胎
之
喰
」
と
。
宋
・
挑
寛
『
西
渓
叢
語
』
巻
上
に
「
宣
惹
花
・
・
・
花
生
葉
問
。
南
人
取
其
未
大
開
者
、
謂
之
含
胎
花
、
号
一
口
尚
小
如
妊

身
也
」
と
。
（
お
）
陳
氏
標
註
に
「
紅
云
、
玉
皇
所
居
嘗
有
紅
云
擁
之
。
難
真
宮
、
牢
見
其
面
」
と
。
『
侃
文
韻
府
』
紅
雲
に
引
く
「
異
聖
伝
」
（
『
餅
字
類

編
』
『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
翼
聖
記
」
に
作
る
）
に
「
玉
帝
所
居
、
常
有
紅
雲
擁
之
」
と
。
（
鉛
）
底
本
（
新
刻
本
）
、
標
註
本
と
も
に
「
窃
」
に
作
る
が
、
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「
窃
完
」
の
熟
語
に
よ
っ
て
、

「
窃
」
に
改
め
る
。

8 

第
十
九
制

〔
不
是
路
〕
（
互
扮
梅
妃
上
肱
）
）
永
夜
露
踊
。
夢
見
君
王
魔
後
疑
。
秋
鯖
失
。
真
誠
薄
命
久
尋
思
。
掩
朱
扉
o

笠
歌
一
派
西
宮
至
。
添
得
楼
東

分
外
凄
。
無
柳
慮
。
清
有
悶
把
欄
干
情
。
情
誰
憐
取
。
情
誰
憐
取
。

楊
妃
遺
賦

「
露
湿
晴
花
満
院
香
、
月
明
歌
舞
在
昭
陽
。
似
将
海
水
添
宮
漏
、
共
滴
長
門
分
外
長
」
。
奴
家
梅
妃
是
也
。
別
舘
間
居
、
君
思
不
継
、
適
鐘
睡
魔
中
、

忽
聴
得
筆
歌
鼎
沸
、
想
是
花
蓮
寺
楼
慶
賞
千
秋
、
針
此
間
庭
風
月
、
好
傷
感
人
也
。

〔
前
腔
〕
（
小
丑
扮
高
力
士
上
、
関
）
月
落
星
稀
。
始
信
離
宮
倍
惨
懐
。
苔
深
際
。

恩
情
怯
夢
思
。
（
E
一
時
）
聞
人
語
。
野
原
来
大
内
高
常
侍
。
為
何
来
此
？
為
何
来
此
？

（
小
丑
脆
百
）
高
力
士
叩
見
娘
娘
殿
下
、
願
娘
娘
千
歳
。
（
E
）
高
常
侍
、
有
甚
好
風
、
吹
得
伶
来
？
（
小
丑
）
聖
上
慶
賞
千
秋
、
十
分
追
念
、
着
奴
縛
来

問
消
息
。
（
日
一
）
皇
上
終
棄
我
乎
？
（
小
丑
）
這
個
不
関
寓
歳
爺
事
。
楊
娘
娘
甚
是
妬
惇
、
聖
上
也
伯
他
。
（
旦
）
恐
怜
我
、
則
動
肥
蝉
情
、
宣
非
相
棄
也
。

昔
漢
武
為
平
陽
而
棄
阿
矯
、
相
如
賦
長
門
以
回
君
意
。
嘗
今
才
子
、
莫
過
李
白
杜
甫
、
聞
李
承
旨
就
是
倣
清
平
調
的
。
我
窓
広
敢
勢
他
、
煩
保
博
旨

杜
拾
遣
、
要
他
倣
楼
東
賦
一
篇
、
黄
金
千
両
、
為
杜
君
需
。
（
小
丑
）
嘗
時
漢
宮
無
才
、
遂
令
司
馬
逗
技
。
娘
娘
才
誇
道
軒
町
皐
冨
大
和
「
信
筆
一
揮
、

足
驚
風
雨
。
要
那
杜
拾
遺
忽
的
？
（
旦
）
高
常
侍
、
体
聴
我
道
来
。

〔
別
銀
燈
〕
（
日
品
目
｝
）
）
這
衷
腸
。
愁
懐
忽
題
。
縦
惇
僻
。
難
回
君
意
。
褒
陽
杜
甫
多
才
思
。
煩
君
去
。
惇
輿
伊
知
。
賦
辞
。
要
申
個
雄
雌
。

風
寒
露
冷
怯
秋
衣
。

信
偉
時
。

伯
楼
東
翻
惹
長
時
気
。
有
甚

奉
千
金
。
助
他
酒
資
。

〔
前
腔
〕
（
小
丑
臨
）
）
漢
多
矯
。

直
宅
尺
腕
。
管
驚
散
。
寛
裳
羽
衣
。

〔
前
腔
〕
（
日
臨
）
）
賦
楼
東
。
何
似
清
平
調
見
。
是
君
家
。
宣
来
承
旨
。
祥
推
故
阻
非
真
意
。
這
炎
涼
o

五
日
心
己
知
。
（
小
丑
脆
早
川
）
娘
娘
輿
言

及
此
。
奴
稗
罪
嘗
寓
死
、
只
是
楊
娘
娘
十
分
利
害
。
奴
蝉
真
情
不
敢
。
（
且
唱
）
吾
今
。
也
不
怨
伊
。
想
統
扇
。
終
須
自
題
。

無
才
自
掠
。

這
操
組
。

余
ド
目
日
。
長
崎
以
可

め
抄
4
Jノ
↓
庁
1
・肯
U
戸

而

刊

保
詞
源
宣
譲
衰
陽
士
。

賦
梅
花
。

君
王
自
知
。
婁
時
。
揮



（
小
丑
）
既
如
此
、
奴
蝉
在
宮
門
外
伺
候
。
有
了
賦
、
緯
去
回
覆
寓
歳
爺
。
（
旦
）
煩
体
等
一
等
。

（E
）
長
門
只
合
自
慢
棲

猶
道
君
恩
更
可
移

丑

相休
如把
元黄
是金
薄買
情詞
的主賦

注

（
1
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（

2
）
「
宵
」
、
底
本
は
「
育
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

3
）
標
註
本
は
「
上
唱
」
の
二
字
を
欠
く
。

（
4
）
「
寒
」
、
標
註
本
は
「
前
」
に
作
る
。
（

5
）
標
註
本
は
「
有
甚
」
の
二
字
を
欠
く
。
（

6
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
7
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」

に
作
る
。
（
8
）
「
事
」
、
標
註
本
は
「
爺
」
に
作
る
。
（

9
）
「
清
平
調
」
、
標
註
本
は
「
清
詞
」
に
作
る
。
（
叩
）
陳
氏
標
註
に
「
道
塩
、
謝
太
樽
女
。
一
詠
雪
有

H

不
如
柳
袈
因
風
起
。
之
句
。
大
家
、
班
彪
女
名
昭
、
為
曹
世
叔
妻
、
競
曹
大
家
、
ミ
音
姑
」
と
。
謝
道
輯
は
『
菅
書
』
巻
九
六
、
曹
大
家
は
『
後
漢
書
』

巻
八
四
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
が
あ
る
。
（
日
）
「
要
」
、
標
註
本
は
「
何
須
用
」
に
作
る
。
（
ロ
）
標
註
本
は
「
体
」
字
を
欠
く
。
（
日
）
標
註
本
は
「
日
一
唱
」
の
二
字

を
欠
く
。
（
比
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
日
）
「
尺
」
、
標
註
本
は
「
赫
」
字
に
作
る
。
（
日
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
打
）
「
了
」
、
標
註
本
は

「
云
」
に
作
る
。
（
国
）
陳
氏
標
註
に
「
軌
扇
己
見
」
と
。
第
二
齢
梅
亭
私
誓
に
見
ゆ
。
（
四
）
「
的
」
、
標
註
本
は
「
児
」
に
作
る
。

第
二
十
齢
楊
妃
嘆
粧

〔
虞
美
人
〕
（
生
扮
唐
明
皇
、
末
・
外
扮
コ
貰
門
上
。
生
唱
）
春
宥
錦
膜
驚
恩
侶
。
往
事
休
憂
慮
。
長
門
芳
草
暗
孤
琴
。

一
夢
悠
悠
。
五
載
到
子
今
。

昨
晩
歓
場
感
奮
、
差
遣
高
力
士
往
探
梅
妃
消
息
。
窓
広
還
不
見
来
？
（
小
丑
扮
高
力
士
上
）
離
宮
探
取
凄
涼
状
、
来
報
多
情
聖
主
君
。
（
術
伏
乃
）
奴

牌
奉
聖
旨
、
往
楼
東
看
梅
娘
娘
。
特
来
覆
爺
、
梅
娘
娘
十
分
可
憐
。
（
生
）
体
却
細
説
。

〔
紅
柄
襖
〕
（
小
丑
唱
）
他
那
裡
薄
余
寒
促
誘
鮭
。
他
那
裡
免
欄
干
織
翠
黛
。
只
見
他
銀
紅
明
被
情
無
頼
。
楚
袖
何
年
。
去
整
上
雲
雨
宮
室
。

封
閑
風
。
歌
落
梅
。
望
龍
光
。
如
大
海
。
（
生
）
那
梅
妃
不
怨
朕
広
？

小
丑
唱
）
他
温
柔
性
是
天
成
。
忽
敢
怨
着
君
王
也
。
只
片
時
倣
一
篇
楼
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東
賦
、
輿
奴
牌
奉
上
高
歳
。
千
愁
寓
緒
。
却
向
事
椿
揮
0

（
作
送
賦
上
下
平
生
作
接
賦
看
乃
）

〔
青
柄
襖
〕
（
生
酢
）
）
他
殺
漢
長
門
。
相
思
式
害
。
直
伝
的
才
皐
高
。
心
意
耐
o

追
章
琢
詞
。
何
用
黄
金
買
。
喚
、
梅
妃
梅
妃
我
真
非
性

万
／
。
保
敢
是
怨
叶
年
一
字
字
風
凄
霧
酒
。
似
昭
君
出
胡
塞
。
高
力
士
、
体
可
牽
梨
園
中
最
快
的
戯
馬
、
密
召
梅
妃
至
翠
華
西
町

10 

一
行
行
暗
涙
。

（
小
丑
）
奴
稗
謹
領
旨
。
（
急
作
行
乃
）
（
小
田
一
扮
念
奴
上
）
娘
娘
出
来
了
、
保
倣
甚
勾
嘗
？

念
奴
姐
、
体
各
人
自
掃
門
前
雪
、
休
管
他
家
瓦
上
霜
。
（
下
）
（
貼
扮
楊
貴
妃
作
睡
起
上
）

朕
今
晩
臨
幸
。
不
可
使
楊
妃
聞
知
也
。
体
到
楼
東
。
忙
惇
令
旨
。
須
索
傍
龍
駒
崎
地
裡
来
。

〔
江
頭
金
桂
〕
（
貼
時
）
我
聴
得
蜂
喧
蝶
略
。
冗
自
理
花
銅
出
録
的
帳
。
（
生
携
貼
手
唱
）
縁
何
披
着
雲
繋
。
瀬
上
陽
蓋
。
那
賞
児
香
温
腺
。
妃
子
可

急
理
暁
粧
、
今
日
将
午
実
。
（
貼
作
硫
粧
百
）
（
貼
唱
）
我
轄
鏡
清
開
。
認
遠
山
凝
翠
o

待
謝
却
驚
叙
鳳
弾
。
素
影
俳
佃

O

（
生
）
朕
数
日
間
、
手
製
七
宝

金
銀
、
以
奉
妃
子
。
（
作
挿
雪
山
「
唱
）
我
和
体
粧
成
雲
錦
堆
o

似
神
蹄
洛
ね
r
接
天
光
彩
。
（
合
町
）
譲
相
俣
。
又
何
須
群
五
冨
中
見
。
這
就
是

落
池
月
下
来
。

高
常
侍
、
体
行
色
勿
勿
出
建
章
、
莫
将
辛
苦
惹
交
換
。
（
小
丑

（
貼
）
起
棲
侵
碧
漢

（
生
）
初
日
照
紅
粧

（
衆
）
絶
代
終
難
及

承
歓
殊
未
央

注

（1
）
標
註
本
は
っ
こ
字
を
欠
く
。
（
2
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
云
」
に
作
る
。
（
3
）
「
裡
」
、
標
註
本
は
「
裏
」
に
作
る
。
（
4
）
陳
氏
標
註
に
「
龍
光
、

殿
名
」
と
。
清
・
徐
松
『
唐
両
京
城
坊
考
』
巻
五
に
よ
れ
ば
、
東
京
に
龍
光
門
は
有
る
が
、
龍
光
殿
は
無
い
。
（
5
）
「
作
送
賦
上
了
」
、
標
註
本
は
「
送
逓

賦
上
科
」
に
作
る
。
（
6
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
7
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
8
）
「
怨
埋
」
、
標
註
本
は
「
埋
怨
」
に
作
る
。
「
埋
」

は
韻
字
。
底
本
（
新
刻
本
）
が
正
し
い
。
（
9
）
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
「
密
以
戯
馬
召
妃
、
至
翠
華
西
閣
」
と
。
（
叩
）
「
楼
東
」
、
標
註
本
は
「
東
棲
」



に
作
る
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
ロ
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
比
）
「
了
」
、
標
註
本

は
「
科
」
に
作
る
。
（
日
）
陳
氏
標
註
に
「
洛
神
賦
、
観
一
麗
人
子
巌
之
畔
。
又
口
臣
聞
河
洛
之
園
名
目
｛
必
妃
、
則
園
王
之
所
見
也
」
と
。
『
文
選
』
巻
十

九
所
収
の
曹
植
「
洛
神
賦
」
参
照
。
（
国
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（
汀
）
陳
氏
標
註
に
「
圏
直
二
旬
、
即
李
白
清
平
（
調
）
詞
、
若
非
園
玉
山
頭
見
、

会
固
曙
池
月
下
逢
。
口
意
」
と
。
李
白
「
清
平
調
詞
」
三
首
は
『
全
唐
詩
』
巻
一
六
四
所
収
。
其
一
は
「
雲
想
衣
裳
花
想
容
、
春
風
排
櫨
露
華
濃
。
若
非

群
玉
山
頭
見
、
曾
向
曙
蓋
月
下
逢
」
と
。

第
二
十
一
齢

翠
閣
好
曾

（
小
丑
扮
高
力
士
、
騎
飛
馬
上
）
『
昨
夜
楼
東
倍
寂
妻
、
柏
梁
前
殿
月
輪
高
、
河
間
歌
舞
新
承
寵
、
猶
自
態
敷
念
阿
矯
」
。
聖
上
着
俺
高
力
士
密
召
梅
妃
、

這
差
使
明
知
不
嘗
穏
便
、
須
索
走
一
遭
也
。
（
作
遅
行
了
唱
）

〔
北
臆
見
落
〕
俺
如
今
向
東
楼
待
皐
鞭
。
則
道
是
密
文
移
穿
庭
院
。
間
噌
噌
棲
鵜
枝
上
暗
。
戦
危
危
匹
馬
楼
頭
閃
。
慢
自
誇
新
月
度
牽
牛
。

抵
臆
是
奮
量
動
）
飛
燕
。
活
央
殺
追
風
踊
電
縦
o

早
成
就
倒
鳳
願
嵐
願
。
梅
娘
娘
阿
倍
白
島
）
如
花
再
鮮
。
鏡
重
園
。
還
。
還
。
還
一
似
雪
消

春
障
又
恐
臨
）
風
也
漏
惇
。
蛸
自
裡
暗
依
香
上
贋
寒
。
（
倣
飛
馬
下
百
）
（
旦
扮
梅
妃
晩
粧
上
、
唱
）

〔
南
況
酔
東
風
〕
嘆
孤
韓
。
梨
花
差
見
。
歩
閑
庭
。
長
夜
如
年
。
聴
腐
陣
過
東
楼
。
燭
冷
金
狽
暗
。
東
風
不
管
。
任
惹
下
離
腹
欲
断
。
凄

清
白
遣
。
婦
蛾
自
眠
。
傷
心
慮
。
追
歓
別
院
。
咲
暗
一
。
（
小
丑
飛
馬
在
上
、
唱
）

〔
北
牧
江
南
〕
味
。
猛
可
的
這
般
難
握
阿
。
却
誰
道
有
良
縁
。
（
作
見
旦
乃
）
報
報
報
、
聖
上
差
奴
牌
来
召
娘
娘
至
翠
華
閣
上
、
娘
娘
町
、
伝
受

章
了
会
寒
枕
寒
、
悶
慨
慨
。
裁
今
賓
馬
整
離
鞍
。
是
君
王
見
憐
。
是
君
王
召
宣

0

（E
）
既
是
君
王
寵
命
、
縁
何
飛
馬
暗
地
跡
）
来
？
（
小
丑
作
下

馬
術
伏
乃
）
此
情
娘
娘
自
知
。
只
為
妬
寛
家
。
覚
的
来
阻
牽
。
（
E
作
悲
乃
）
我
那
君
王
阿
、
又
為
何
伯
着
那
併
人
頭
也
。
（
唱
）

〔
南
擢
拍
〕
坐
朝
堂
。
畏
他
滋
賎
。
想
長
門
。
不
能
保
全
o

惚
也
柾
然
。
体
也
在
然
。
威
福
難
愚
。
冠
履
倒
顛
O

（
小
丑
）
娘
娘
仇
）
急
上
馬
去

也
。
（
抱
目
玉
馬
速
行
了
）
（
小
丑
唱
）

〔
北
得
勝
令
〕
野

俺
只
伯
那
。
那
望
懸
懸
。
却
又
奈
這
。
這
一
俣
漣
漣
。
娘
娘
阿

題
起
上
緑
衣
篇
。
倣
甚
的
。
想
着
紫
霞
群
。
真
共
羨
。
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乗
駿
馬
朝
天
。
把
玉
笛
昭
陽
按
。
舞
驚
鴻
錦
纏
。
待
君
王
帯
咲
看
。
（
臼
一
唱
）

〔
南
式
式
令
〕
体
信
道
。
君
王
意
堅
。
我
只
慮
。
矯
容
徴
綿
密
。
花
開
花
謝
。
幾
度
空
留
態
。
還
疑
是
夢
見
漫
。
還
疑
是
夢
見
違
。
待
膝
臨
。

轄
鳴
咽
。
馬
上
績
残
怨
。
（
小
丑
唱
）

12 

〔
北
浩
美
酒
〕
蹴
隻
居
。
柳
葉
折
。
美
満
月
。
桃
花
面
。
記
曾
減
了
芳
顔
。
落
牽
閲
）
苑
洛
水
仙
。
似
娘
娘
也
並
僅
。
此
間
己
是
翠
花
閣
了
。

想
聖
駕
到
来
。
娘
娘
阿
。
咲
滋
滋
。
奔
尊
前
。

伏
乃
）
奉
聖
旨
、
召
梅
妃
己
到
。
（
携
旦
付
生
万
唱
）
却
又
突
暗
暗
。
麗
情
煎
。

（
旦
作
突
傭
伏
百
）
梅
妃
蒙
召
、
叩
見
吾
皇
。
願
吾
皇
寓
歳
。
（
生
抱
旦
起
共
悲
乃
）
明
、
妃
子
、
朕
那
一
日
不
想
伶
来
。
（
旦
）
賎
妾
負
罪
、
将
謂
永
掃
、
不

意
得
復
見
天
顔
子
此
。
（
生
・
日
一
共
唱
）

（
生
扮
唐
明
皇
上
）
側
耳
聴
好
音
、
臨
風
候
故
人
。
明
、
高
力
士
却
来
也
。

小
丑
見
生
倣
扶
旦
下
馬
、
備

（

忽

）

〔
南
酔
蹄
遅
〕
恰
相
逢
。
尤
鑓
給
。
由
来
翠
帳
多
情
伴
。
那
説
個
離
合
悲
歓
。
心
襲
。
新
婚
委
長
。
不
強
似
遠
別
婦
娼
。
這
其
問
。
排
個

軟
柳
含
畑
。
小
桃
寛
操
。
訴
出
嘗
年
相
向
梅
亭
誓
慮
。
（
生
時
）
幾
廻
一
畏
。
夢
伊
在
歌
遺
舞
遁
。
幾
廻
裏
o

夢
伊
在
燈
前
月
前
。
却
裁
是
今

（

お

）

夜
好
姻
嫁
。
（
旦
同
）
妾
山
豆
敢
懐
着
些
見
。
尤
心
怨
言
。
只
晴
着
西
風
杜
鵠
o

只
抱
着
雲
和
耐
寒

O

（
合
同
）
轄
魔
道
商
意
如
綿
o

山
豆
是
三
星
在

（

刷

出

）

「

孤

立

天
。
（
生
・
旦
同
下
了
）
（
小
丑
唱
）

〔
北
川
援
梓
〕
看
他
例
煽
合
歓
。
想
今
宥
似
錦
鴛
。
俺
軽
軽
的
告
蒼
天
。
須
則
是
閏
個
更
見
。
海
水
漏
添
。
留
着
義
和
。
廃
白
漫
先
。
那

鶏
休
死
聾
晦
嘱
。
軽
喚
起
悠
悠
香
夢
轄

O

（
貼
扮
楊
貴
妃
、
小
旦
扮
念
奴
｛
町
急
走
、
上
唱
）

〔
南
朱
奴
児
〕
遊
風
月
。
迷
離
那
遺
。
尋
縦
跡
兎
狭
蝶
翻
。
那
高
力
士
、
為
何
荒
荒
張
張
在
此
？

小
丑
作
怖
伏
百
）
）
奴
稗
有
。
（
貼
）
御
楊
前
有

甚
人
在
裡
達
。
好
従
寒
説
来
。
（
小
丑
）
奴
蝉
不
知
甚
広
人
。
（
貼
）
走
、
還
供
我
来
。
（
貼
唱
）
敢
是
伊
。
倫
逓
翠
錦
。
管
取
体
。
命
信
仰
九
泉
。
（
小
丑
）

奴
稗
忽
広
敢
。
（
唱
）

〔
北
梅
花
酒
〕
望
娘
娘
心
莫
嫌
。
望
娘
娘
心
莫
嫌
。
掠
鷺
晴
和
那
蜂
暗
一
。
輿
高
力
士
甚
広
干
。
（
貼
）
既
是
無
人
、
体
可
急
報
聖
上
、
妃
子
来

（

お

）

（

出

｝

也
0

（
小
丑
作
向
備
伏
叫
万
）
菓
寓
歳
爺
、
妃
子
己
届
閤
前
。
（
生
・
旦
忙
走
上
云
）
震
遊
此
夜
歓
無
限
、
又
奈
烏
撃
襟
管
絃
。
（
小
丑
近
前
低
唱
）
鍾
情
慮
。

耳



（

お

）

ニ

E

（

釘

）

（

お

｝

ぷ

甜

｝

属
垣
。
妬
色
町
。
朕
要
掩
。
（
貼
）
高
力
士
、
忽
不
見
轄
来
。
（
生
作
驚
、
抱
旦
戴
控
買
）
妃
子
体
権
在
爽
慎
問
。
朕
自
有
慮
置
。
（
小
丑
潜
挽
E
低
語
、
）
娘
娘

快
去
罷
。
（
且
作
失
銀
錨
珠
罵
乃
）
（
小
丑
低
唱
）
委
珠
銅
。
情
誰
牧
。

一
婁
時
。
雨
雲
賠
。
（
扶
亘
下
）

（
生
出
見
貼
百
）
妃
子
何
遅
来
？

楼
東
多
年
了
、
何
由
到
来
？

（貼唱）

（
貼
）
陛
下
何
曇
起
、
日
移
飼
午
、
向
未
臨
朝
、
山
豆
成
個
皇
帝
。
敢
是
有
梅
精
在
此
、
迷
惑
聖
弱
。
（
生
）
此
女
己
扉
置

（
貼
向
地
百
）
拾
起
叙
銅
珠
罵
百
）
既
是
没
有
梅
精
、
一
這
金
銀
翠
銅
是
誰
帯
的
？
只
両
寸
弓
鮭
是
誰
穿
的
？
（
生
作
坐
睡
百
）

〔
南
川
接
持
〕
遮
和
掩
。
態
矯
粧
。
況
業
完
。
却
為
何
色
組
情
牽
。
却
為
何
色
阻
情
牽
。
頓
忘
了
皇
輿
幅
頗
。
夢
児
中
焼
高
般
。
意
児
中

難
消
遣
。
（
将
銀
銅
珠
罵
鄭
生
前
、
走
下
）

（
生
作
醒
乃
）
妃
子
去
失
。
念
奴
過
来
。
（
小
且
術
伏
百
）
奴
牌
有
O

（
生
）
梅
妃
何
在
？
（
小
旦
）
高
力
共
刊
楊
娘
娘
噴
怒
、
歩
送
楼
東
去
也
。
（
准
市
嘆
百
）
梅

妃
梅
妃
、
汝
月
塊
花
容
、
難
是
人
宮
而
見
妬
、
朕
雲
情
雨
意
、
寒
非
棄
奮
而
憐
新
。
太
原
之
響
、
山
豆
忍
永
遺
、
延
平
之
剣
、
終
須
復
合
。
念
奴
可

（お）

捨
他
金
銀
翠
錨
珠
白
河
封
好
。
朕
昨
有
土
蕃
献
来
珍
珠
一
斜
、
井
賜
梅
妃
。
（
小
E
）
奴
稗
領
旨
。
（
作
拾
叙
銅
珠
罵
百
）
（
生
）
玉
笛
歌
還
圏
扇
後
、
驚
鴻
舞

出
嬢
行
前
。
（
小
旦
）
主
恩
一
夜
深
如
海
、
好
把
明
珠
領
合
歓
。
（
生
・
小
旦
同
下
）
（
小
丑
・
白
玉
）
（
小
丑
唱
）

〔
北
太
平
令
〕
却
離
了
。
金
宮
賓
殿
。
空
回
首
。
験
咲
花
撚
。
（
日
一
作
悲
百
｝
）
君
王
町
、
此
別
後
、
寛
不
知
幾
時
得
進
幸
也
。
（
小
丑
唱
）
漫
悲
傷
。

白
雲
龍
遠
。
耐
棲
遅
。
碧
篇
驚
情
。
我
阿
。
従
今
後
封
巾
伊
槻
伊
。
準
備
些
震
馳
驚
驚
。
野
、
那
窓
他
骸
天
妬
揮
。

（
小
旦
忙
走
上
）
「
管
弱
不
勝
珍
賜
重
、
心
忙
惟
恐
現
整
遅
」

0

（向
E
脆
百
｝
）
娘
娘
脱
下
金
銀
翠
釦
珠
臼
局
、
聖
上
特
封
了
、
差
奴
縛
送
還
娘
娘
、
更
有
珍

珠
一
斜
、
酬
報
雲
雨
之
歓
。
望
娘
娘
牧
下
。
（
旦
作
悲
了
）
念
奴
姐
、
「
柳
葉
隻
眉
久
不
描
、
残
粧
和
涙
汚
紅
綿
、
長
門
自
是
無
流
洗
、
何
必
珍
珠
慰

寂
萎
に
。
釦
罵
謹
牧
。
珍
珠
完
越
、
為
我
報
謝
至
尊
、
千
寓
保
愛
、
自
嘆
紅
顔
薄
命
、
只
宜
白
首
長
門
O

（日一周）

〔
南
錦
衣
香
〕
報
理
落
。
春
風
面
。
守
凄
涼
。
孤
扉
掩
。

自
是
君
思
。
霜
揺
露
襲
。

秋
来
日
日
向
人
寒
。

梨
雲
暮
雨
。
偉
遣
芳
年
。

’塊
明

皇
厚
賜
。

下
亙
山
。

轄
増
哀
怨
。

徴
月
龍
梅
慮
。

氷
絃
欲
断
。

暗
群
旅
雁
。
（
小
丑
唱
）

巧
咲
自
花
問
。
憐
体
寒
庭
面
。
畳
間
疋
嘗
熊
女
。

拍
天
湘
水
。

〔
北
清
江
引
〕

重
重
説
。

童
情
和
怨
。
阜
白
終
須
見
。

落
燕
姿
。

到
底
歌
匿
扇
。
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小
丑
）
響
調
州
春
風
散

14 

小
互
）
畷
蛾
秋
気
来

（
日
一
）
妾
心
砂
無
際

此
別
永
俳
佃

注

（
1
）
陳
氏
標
註
に
「
棲
怨
愁
喜
交
絶
」
と
。
（

2
）
標
註
本
は
「
墨
蹄
」
の
二
字
を
欠
く
。
（

3
）
「
誓
」
、
底
本
は
「
辞
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改

め
る
。
（

4
）
「
暖
」
、
底
本
は
「
媛
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

5
）
「
伯
」
、
底
本
は
「
他
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

6
）

「
裡
」
、
標
註
本
は
「
裏
」
に
作
る
。
（
7
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
8
）
「
燭
」
、
標
註
本
は
「
濁
」
に
誤
る
。
（

9
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」

に
作
る
。
（
叩
）
「
裡
」
、
標
註
本
は
「
裏
」
に
作
る
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
ロ
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
日
）
「
保
」
、
底

本
は
「
作
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（

U
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
日
）
李
白
「
清
平
調
調
」
に
「
長
得
君
王
帯
笑
看
」
と
。

（
凶
）
陳
氏
標
註
に
「
落
差
・
聞
苑
口
口
因
所
居
」
と
。
落
牽
・
閲
苑
は
仙
女
の
居
所
で
あ
る
。
（
幻
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
時
）
「
了
」
、
標

註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
問
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
却
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
幻
）
「
開
遅
」
、
標
註
本
は
「
遅
婦
」
に
作

る
。
（
辺
）
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
燕
爾
新
婚
、
如
兄
如
弟
」
と
。
『
詩
経
』
郡
風
、
谷
風
の
語
。
（
お
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
（

M
）
標
註
本
は
「
唱
」

字
を
欠
く
。
（
お
）
陳
氏
標
註
に
「
雲
和
、
琴
悲
之
属
」
と
。
『
周
撞
』
春
官
宗
伯
、
大
司
柴
に
「
雲
和
之
琴
悲
」
と
。
（
お
）
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

（
幻
）
陳
氏
標
註
に
「
三
星
在
天
、
毛
詩
」
と
。
『
詩
経
』
唐
風
、
綱
穆
の
語
。
（
お
）
「
生
・
旦
同
下
了
」
、
標
註
本
は
「
生
、
同
旦
下
科
」
に
作
る
。
（
却
）

陳
氏
標
註
に
「
尚
書
、
乃
命
義
和
口
口
日
之
官
。
又
山
海
経
、
義
和
東
方
園
名
、
日
過
慮
」
と
。
『
尚
書
』
虞
書
、
莞
典
に
「
乃
命
義
和
」
と
。
ま
た

『
山
海
経
』
大
荒
南
経
に
「
東
南
海
之
外
、
甘
水
之
問
、
有
義
和
之
園
」
と
。
（
初
）
底
本
は
「
同
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（
担
当
了
」
、

標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
認
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
お
）
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
「
侍
御
驚
報
目
、
妃
子
己
届
閤
前
、
嘗
奈
何
？
」

と
。
（
悦
）
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
（
お
）
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
耳
属
子
垣
」
と
。
『
詩
経
』
節
南
山
之
什
、
小
弁
の
語
。

（
お
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
幻
）
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
「
上
披
衣
、
抱
妃
蔵
爽
模
間
」
と
。
（
お
）
底
本
は
「
置
」
字
を
欠
く
。
標
註

本
に
よ
っ
て
補
う
。
（
ぬ
）
「
語
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
必
）
「
叙
釦
珠
罵
了
」
、
標
註
本
は
「
叙
翠
錨
珠
駕
科
」
に
作
り
、
「
翠
」
字
を
街
す
。

（
担
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
必
）
標
註
本
は
「
有
」
字
を
欠
く
。
（
必
）
標
註
本
は
「
下
」
字
を
欠
く
。
（
必
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作



る
。
（
必
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
必
）
「
矯
」
、
底
本
（
新
刻
本
）
は
「
喬
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
（
幻
）
陳
氏
標
註
に
「
詩
、

太
園
是
彊
、
幅
傾
既
長
、
幅
贋
頗
均
、
彊
境
慶
大
、
寛
平
又
長
也
」
と
。
『
詩
経
』
商
煩
、
長
設
に
「
外
大
圏
是
彊
、
幅
隈
既
長
」
と
あ
り
、
そ
の
毛
伝

に
「
幅
虞
也
。
損
均
也
」
と
あ
る
。
（
必
）
「
醒
了
」
、
標
註
本
は
「
醇
科
」
に
作
る
。
（
羽
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
印
）
「
了
」
、
標
註
本
は

「
云
」
に
作
る
。
（
日
）
陳
氏
標
註
に
「
文
選
、
太
原
之
婦
、
突
其
亡
箸
」
と
。
『
文
選
』
巻
五
五
、
陸
機
「
演
連
珠
」
に
「
少
原
之
婦
、
突
其
亡
箸
」
と
。

（
臼
）
陳
氏
標
註
に
「
晋
書
、
雷
換
圏
豊
城
獄
、
得
二
剣
。
一
日
龍
泉
、
一
日
太
阿
。
換
以
其
一
遺
張
華
。
口
口
此
莫
邪
也
。
干
将
何
復
得
。
雄
然
、
神
物

嘗
終
合
耳
。
後
華
誌
、
失
剣
所
在
。
換
卒
、
子
華
持
剣
過
延
平
津
、
其
剣
忽
子
腰
間
躍
出
堕
水
。
没
水
求
之
、
但
見
両
龍
各
長
数
丈
、
光
耀
水
波
。
口
口

鮫
此
二
旬
、
又
伏
後
案
」
と
。
故
事
は
『
菅
書
』
巻
三
六
、
張
華
伝
に
見
え
る
。
「
延
平
之
剣
、
終
須
復
合
」
の
二
句
が
後
案
の
伏
線
で
あ
る
と
は
、
一

度
は
寵
愛
を
失
っ
た
梅
妃
が
、
再
び
明
皇
の
寵
思
に
浴
す
る
こ
と
を
指
す
。
（
日
）
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
「
上
在
花
蓮
寺
棲
、
曾
夷
使
至
、
命
封
珍
珠

一
一
餅
密
賜
妃
」
と
。
（
臼
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
日
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（
回
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（
訂
）

「
叙
」
、
標
註
本
は
「
銀
」
に
誤
る
。
（
関
）
「
綿
」
、
標
註
本
は
「
消
」
に
誤
る
。
（
ぬ
）
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
「
柳
葉
讐
眉
久
不
描
、
残
般
和
一
俣
濃
紅

給
。
長
門
自
是
無
硫
洗
、
何
必
珍
珠
慰
寂
琴
」
と
。
（

ω）
標
註
本
は
「
旦
唱
」
の
二
字
を
欠
く
。
（
臼
）
陳
氏
標
註
に
「
現
曙
己
見
」
と
。
第
十
八
駒
花
基
一
守

寛
裳
の
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
投
我
以
木
桃
、
報
之
以
重
塔
」
と
あ
る
。
『
詩
経
』
は
国
風
、
衛
風
、
木
瓜
の
語
。
（
位
）
「
扉
」
、
標
註
本
は
「
扇
」
に
作
る
。

（
臼
）
陳
氏
標
註
に
「
漢
書
、
上
幸
虎
上
、
熊
逸
欲
上
殿
。
捷
好
直
嘗
熊
立
。
熊
去
。
上
召
問
之
、
針
目
、
臣
聞
猛
獣
之
口
得
人
而
止
。
臣
恐
熊
犯
御
座
、

故
敢
以
身
嘗
之
。
由
是
上
益
重
之
」
と
。
故
事
は
『
漢
書
』
巻
九
七
下
、
鴻
億
仔
伝
に
見
ゆ
。
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